
働くまち鎌倉推進～キャリアのセカンドステップ～ 【神奈川県鎌倉市】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

①かまくら主婦‘ｓネットワーク
セミナーの企画、運営、ホームページ・フェイスブック等
による情報提供を担う。

②ハローワーク藤沢、近隣市（藤沢市、逗子市）
就労支援窓口でのちらし配架を行う。

目的・目標

事業の特徴

総事業費 330千円

交付金額 165千円

事業番号 ①

子育て世代や就労ブランク世代が再び働くにあたり、ウィズコロ
ナやポストコロナにも対応できるよう、また、在宅で仕事をする
という選択肢も可能となるようITスキルを身に着けるセミナーを

実施したが、内容が少し専門的過ぎたこともあり、就労に結び
つけることができなかった。さらには、市で実施している合同就
職説明会との連携が上手くいかなかったことから、次年度は受
講者への相談や合同就職説明会との連携など、フォローアップ
の体制を強化していく。

女性の活躍を推進するため、働こうとする女性の就労をサポート
することにより、女性の就労環境の向上を図り、誰もがいきいきと
自分らしく生きる男女共同参画社会の実現を目指す。
【事業目標及びKPI ⇒ 実績】
①鎌倉市の就業者数に占める女性の割合 50％（令和７年度）
⇒42.6%（平成27年度）

②「仕事と生活のバランスがとれている」と感じる市民の割合
50％（令和７年度）⇒52.5％（令和２年度）

③セミナー参加者 60人（令和４年度）⇒ 50人（令和４年度）
④再就労した人の数 ５人（令和４年度）⇒０人（令和４年度）

仕事と子育てや介護等との両立やコロナ禍での在宅ワークとい
う働き方の動機づけを行い、在宅ワークとして関心の高いIT系業

務についての理解を深めることができた。さらには、同じ目標を
持つ参加者同士の交流やスキル向上のためのつながりができ
たことは大きな成果となった。

鎌倉市の女性は、正規雇用率が高い状況にある一方、子育て
家庭の女性の場合、パート・アルバイトなど、短時間勤務や柔軟
な就労形態を希望する面もある。一方、事業所ではソフトな対応
ができるイメージの女性の求人が高まっている状況である。その
ような状況の下、事業所、働く男女、これから働こうとする女性の
意識を変えることを第一歩として、女性が様々なライフステージ
やキャリア等に応じて就労できる環境を整えていく必要がある。

平成28年開催の鎌倉市協働事業選考委員会で、平成29年度

鎌倉市協働事業に採択された「女性のセカンドキャリアステップ
セミナー」の実施団体であるかまくら主婦’ｓネットワークと協働
で事業を行う。

子育てや介護中の女性の様々な働き方を紹介するとともに、
ウィズコロナにも対応できるよう、在宅ワークに活用できるITス
キル習得のセミナーを計４回開催した。連続での受講を促し、
効率的に就労に結びつけることとした。



事業の概要

※ 画像等も入れて、分かりやすく記載ください。

日時 テーマ 参加者数

第１回 令和４年５月20日

【働くための準備をしよう】
・再び働くための準備とは
・ネットショップデザインに使うソフトについて
・IT業務とは～Web業界のキャリアパス～

８名

第２回 令和４年６月17日
【ネットショップに必要な画像編集】
・ネットショップデザインで大切なこと
・実践 Canvaでバナーデザインを作ろう

16名

第３回 令和４年７月16日
【ネットショップの作成・編集】
・ネットショップサイト制作の基礎
・実践 Visual Studio CordでHTML/CSSを書こう

16名

第４回 令和４年９月17日
【Webスキルステップアップ】
・Java Scriptとプログラミングの基本
・Webサイトを動かしてみよう

10名
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